
は
　
じ
　
め
　
に

　
本
校
は
、
単
独
の
夜
間
定
時
制
商
業
高
校
で
あ
る
。
広
島
市
中
区
に
位
置
し
、

１
学
年
　
名
の
定
員
で
、
現
在
は
在
籍
数
　
名
弱
で
あ
る
。
１
学
年
を
２
人
の

４０

１５０

担
任
が
約
　
名
ず
つ
受
け
持
つ
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
６
年
前
か
ら
単
位
制

２０

に
移
行
し
、　
単
位
修
得
で
卒
業
が
認
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
近
年
受
験
者
に
占

７４

め
る
不
登
校
経
験
者
の
数
が
増
え
、
全
体
の
約
６
割
の
生
徒
が
過
去
に
不
登
校

を
経
験
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
校
に
入
学
し
て
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒

が
毎
日
登
校
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
理
由
の
解
明
は
、
本
発
表
の
目
的
で

は
無
い
の
で
省
く
。

　
こ
の
よ
う
に
長
期
に
わ
た
る
不
登
校
経
験
者
が
多
い
ク
ラ
ス
で
起
こ
る
出
来

事
は
、
ほ
と
ん
ど
が
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
る
。
「
あ
の
子
は
私
の
前
で

は
こ
う
言
っ
て
た
の
に
、
他
の
子
に
は
違
う
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。」「
携
帯
の

日
記
の
サ
イ
ト
に
、
名
前
は
出
し
て
な
い
け
ど
私
の
悪
口
を
書
か
れ
た
。」「
ク

ラ
ス
の
雰
囲
気
が
悪
い
か
ら
、
授
業
に
出
た
く
な
い
。」
な
ど
。
ク
ラ
ス
の
集
団

の
中
で
も
ま
れ
た
経
験
が
不
足
し
て
い
る
か
ら
な
の
か
、
と
に
か
く
自
分
中
心

の
見
方
考
え
方
を
す
る
。
傷
つ
く
こ
と
、
人
か
ら
嫌
わ
れ
る
こ
と
を
非
常
に
嫌

う
。
友
だ
ち
の
前
で
は
ニ
コ
ニ
コ
う
な
ず
い
て
い
て
も
、
違
う
人
間
に
は
そ
の

子
の
悪
口
を
言
っ
た
り
、
携
帯
の
日
記
サ
イ
ト
に
つ
づ
っ
た
り
す
る
。
そ
し
て
、

当
然
そ
の
こ
と
が
最
初
の
友
だ
ち
の
耳
に
入
り
、
人
間
関
係
が
破
綻
す
る
。
そ

の
く
り
返
し
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
教
室
で
、
ク
ラ
ス
担
任
と
し
て
何
が
で
き
る
か
、
国
語
の
教
科
と
し

て
ど
ん
な
力
を
付
け
さ
せ
る
か
。

　
今
回
は
、
３
年
生
の
国
語
表
現
Ⅰ
の
１
年
間
の
授
業
の
展
開
を
通
し
て
振
り

返
り
、
彼
ら
に
と
っ
て
私
の
授
業
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
捉
え
直
し
た
い
。
ま

た
、
授
業
で
は
な
い
が
、
私
の
ク
ラ
ス
（
現
２
年
生
）
に
配
っ
た
１
年
間
の
学

級
通
信
を
通
し
て
、
本
校
の
生
徒
た
ち
に
私
は
何
を
伝
え
た
か
っ
た
の
か
捉
え

直
し
た
い
。

１
．
国
語
表
現
Ⅰ
の
２
０
０
７
年
度
の
授
業
に
つ
い
て

１
―
１
．
国
語
表
現
Ⅰ
の
授
業
の
位
置

　
本
校
は
単
位
制
を
敷
い
て
お
り
、
国
語
総
合
の
４
単
位
（
１
年
時
と
２
年
時

―　　―３１

　

夜
間
定
時
制
高
校
に
お
け
る
１
年
間
の
取
り
組
み

―
―
国
語
表
現
Ⅰ
の
授
業
と
学
級
通
信
を
通
し
て
―
―

髙
　
野
　
英
　
朗



に
２
単
位
ず
つ
実
施
）
も
し
く
は
、
国
語
表
現
Ⅰ
の
２
単
位
（
３
年
時
）
の
い

ず
れ
か
１
科
目
が
必
修
科
目
と
な
っ
て
い
る
。
４
年
時
に
は
、
選
択
科
目
と
し

て
国
語
表
現
Ⅱ
（
２
単
位
）
が
あ
り
、
同
じ
く
選
択
科
目
と
し
て
２
年
生
か
ら

４
年
生
ま
で
の
希
望
者
が
受
け
る
現
代
文
（
２
単
位
）
が
０
限
に
設
定
さ
れ
て

い
る
。

　
現
実
に
は
、
１
・
２
年
生
の
全
て
が
国
語
総
合
を
履
修
し
、
３
年
生
の
全
て

が
国
語
表
現
Ⅰ
を
履
修
し
て
い
る
。

　
１
年
生
は
、
１
学
級
を
２
つ
に
分
け
　
人
の
小
人
数
学
級
で
授
業
を
し
て
い

２０

る
。
２
・
３
年
生
も
進
学
コ
ー
ス
と
教
養
コ
ー
ス
に
分
け
、
同
じ
く
　
人
程
度

２０

の
小
人
数
学
級
で
の
授
業
に
な
る
。
４
年
生
の
国
語
表
現
Ⅱ
と
０
限
の
現
代
文

は
、
昨
年
度
も
今
年
度
も
８
名
程
度
が
履
修
し
た
。

　
国
語
表
現
Ⅰ
の
授
業
は
、
教
科
書
教
材
の
選
択
に
し
ろ
投
げ
込
み
教
材
に
し

ろ
教
材
選
択
の
幅
が
大
き
く
、
授
業
者
の
ね
ら
い
や
意
図
が
最
も
明
確
に
な
る

と
考
え
、
今
回
の
考
察
の
対
象
に
据
え
た
。

１
―
２
．
学
習
者
の
実
際

　
３
年
A
組
B
組
か
ら
「
進
学
コ
ー
ス
」
を
選
択
し
た
　
名
（
男
子
６
名
、
女

１５

子
９
名
）
と
４
年
生
２
名
（
男
子
１
名
、
女
子
１
名
）
の
合
計
　
名
。
３
年
生

１７

の
う
ち
男
子
２
名
、
女
子
４
名
の
計
６
名
は
３
年
の
う
ち
に
卒
業
単
位
を
満
た

し
、
卒
業
し
た
。（
４
大
進
学
１
名
、
専
門
学
校
進
学
１
名
、
就
職
４
名
）

　
学
習
者
の
中
に
は
、
広
大
経
済
学
部
（
夜
間
）
へ
進
学
す
る
た
め
に
セ
ン

タ
ー
試
験
を
受
験
す
る
者
も
い
る
。
だ
が
、
一
方
で
は
、
授
業
中
に
保
健
室
に

行
っ
て
欠
課
す
る
者
も
い
れ
ば
、
机
の
下
で
携
帯
電
話
を
い
じ
っ
た
り
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
誌
や
ア
ル
バ
イ
ト
情
報
誌
を
広
げ
、
な
か
な
か
授
業
に
参
加

し
な
い
者
も
い
る
。

　
た
だ
、
授
業
妨
害
や
い
わ
ゆ
る
「
荒
れ
た
」
感
じ
は
全
く
な
く
、
お
と
な
し

い
印
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
総
じ
て
授
業
へ
の
集
中
度
は
低
く
、
や
る
気
や
知

識
欲
も
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。

１
―
３
．
国
語
表
現
Ⅰ
の
授
業
の
実
際
の
流
れ

４
月
　
１
．
自
己
紹
介
文
、
前
任
の
国
語
の
指
導
者
へ
の
手
紙

　
　
　
２
．
漢
字
検
定
４
級
受
験
へ
の
取
り
組
み

　
　
　
３
．
短
歌
創
作
（
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
短
歌
大
会
へ
の
応
募
）

　
　
　
４
．
言
葉
の
力
（
大
岡
　
信
）

５
月
　
５
．
手
紙
と
電
話

　
　
　
６
．「
わ
か
り
や
す
く
表
現
す
る
た
め
に
」
プ
リ
ン
ト
①
～
⑥

仮
名
と
漢
字
の
使
い
分
け
、
読
点
の
打
ち
方
、
主
部
と
述
部
の
対

応
、
副
詞
の
呼
応
、
文
の
乱
れ
を
整
え
る
、
係
り
受
け
、
な
ど
。

　
　
　
７
．「
バ
ッ
テ
リ
ー
」（
あ
さ
の
あ
つ
こ
、
一
部
抜
粋
）

　
　
　
８
．
１
学
期
中
間
考
査

　
年
１
月
　
日
朝
日
新
聞
天
声
人
語
「
東
洋
大
学
『
現
代
学
生
百

０７

１６

人
一
首
』
に
つ
い
て
の
コ
ラ
ム
」
中
の
８
首
の
短
歌
か
ら
共
感
で

き
る
一
首
に
つ
い
て
　
字
の
短
文
を
書
か
せ
る
。

１５０

…
　
時
間

１４

６
月
　
９
．
テ
ス
ト
返
し
、
テ
ス
ト
直
し

　
　
　
　
．
擬
音
語
・
擬
態
語
プ
リ
ン
ト
①
・
②
　
　

１０
「
く
ど
く
ど
」
と
「
た
ら
た
ら
」、「
ぐ
ず
ぐ
ず
」
と
「
も
た
も
た
」

の
違
い 
な
ど
（
注
１
）

―　　―３２



　
　
　
．
原
稿
用
紙
の
使
い
方

１１

　
　
　
．
漢
字
検
定
３
級
受
験
へ
の
取
り
組
み

１２

　
　
　
．
意
見
文
の
書
き
方
　（
マ
ッ
プ
法
を
中
心
に
）

１３

１
．
国
際
化
　
２
．
環
境
　
３
．
情
報
　
４
．
福
祉
　
５
．
男

女
・
家
族
・
生
活
　
６
．
心
理
・
教
育
　
７
．
科
学
技
術
　
８
．

医
療
の
各
分
野
　
の
テ
ー
マ
か
ら
１
つ
を
選
択
さ
せ
、
マ
ッ
プ
法

５６

の
練
習
を
さ
せ
る
。

７
月
　
　
．
１
学
期
期
末
考
査

１４

　
年
天
声
人
語
「
子
ど
も
の
昆
虫
採
集
は
自
然
破
壊
か
」
を
読
ん

０６で
　
字
程
度
の
感
想
文
を
書
か
せ
る
。 　
　
　
　
　
　 
…
　
時
間

３００

１０

９
月
　
　
．
夏
休
み
の
課
題
完
成

１５

　
　
　
．
短
歌
創
作
（
ヤ
ン
グ
短
歌
賞
へ
の
応
募
）

１６

生
徒
作
品
相
互
評
価

　
　
　
．
面
接
試
験
対
策
プ
リ
ン
ト
①
・
②

１７

①
面
接
試
験
で
よ
く
聞
か
れ
る
項
目
を
挙
げ
、
そ
の
う
ち
２
つ
に

つ
い
て
回
答
を
作
ら
せ
る
。

②
前
時
に
出
さ
せ
た
学
習
者
の
回
答
を
載
せ
、
気
づ
き
を
出
さ
せ

た
り
、
評
価
し
た
り
す
る
。

　
　
　
．
通
知
文
を
作
る

１８

　
月
の
文
化
祭
の
案
内
を
出
身
中
学
の
先
生
に
知
ら
せ
る
と
い

１１う
内
容
。

　
主
文
を
ま
ず
作
ら
せ
、
次
時
に
学
習
者
の
文
章
を
相
互
評
価

さ
せ
る
。

　
月
　
　
．
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
考
え
る

１０

１９

①「
大
手
商
ま
ん
じ
ゅ
う
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
考
え
る

②
３
年
生
４
年
生
の
作
品
を
相
互
評
価

③
　
種
類
の
商
品
の
既
成
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
考
え
る

１３

　
　
　
．　
で
作
成
し
た
通
知
文
を
パ
ソ
コ
ン
で
清
書
す
る

２０

１８

　
　
　
．
２
学
期
中
間
考
査

２１

・
東
京
清
掃
局
「
別
れ
る
と
き
に
は
、
お
金
が
い
り
ま
す
。」
の

コ
ピ
ー
の
優
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
「
捨
て
る
」
と
い
う
言
葉

と
比
較
し
て
答
え
よ
。
文
字
数
制
限
な
し
。

・
最
近
目
に
し
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
１
つ
挙
げ
、
そ
の
コ
ピ
ー

の
面
白
い
と
こ
ろ
や
優
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
述
べ
よ
。
文
字

数
制
限
な
し
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
…
　
時
間

１６

　
月
　
　
．
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
あ
り
方
を
考
え
る
プ
リ
ン
ト

１１

２２

　
年
　
月
　
日
付
け
朝
日
新
聞
「
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
供
栄
養
不
足
僑」

０７

１０

１２

の
記
事
を
読
み
、　
字
の
文
章
を
書
く
。

４００

　
　
　
．『
枕
草
子
』
に
参
加
し
て
み
る

２３

古
語
辞
典
の
引
き
方

　
　
　
　
．
漢
字
検
定
３
級
の
取
り
組
み

２４

　
　
　
　
．
短
歌
創
作
（
日
本
短
歌
大
会 

広
島
へ
の
応
募
）

２５

生
徒
作
品
相
互
評
価

　
月
　
　
．「
勘
違
い
言
葉
」
プ
リ
ン
ト
①
②

１２

２６

汚
名
を
晴
ら
す
→
汚
名
を
そ
そ
ぐ
、
口
先
三
寸
→
舌
先
三
寸
な

 

　
　
　
　
．
２
学
期
期
末
考
査

２７

・「
ヤ
ン
グ
短
歌
」
の
優
秀
作
を
読
み
、
そ
の
う
ち
の
１
つ
に
つ

ｉ ｎ

（
注
２
）

ど

―　　―３３



い
て
感
想
を
述
べ
よ
。　
字
。

２００

・
　
年
　
月
　
日
付
け
朝
日
新
聞
天
声
人
語
「
携
帯
電
話
に
つ
い

０４

１１

１８

て
」
を
読
み
、
そ
の
良
い
点
と
悪
い
点
に
つ
い
て
述
べ
よ
。　
字
。

２００

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
時
間

１１

１
月
　
　
．「
敬
語
を
学
ぶ
」
プ
リ
ン
ト
①
～
④

２８

①
～
③
　
尊
敬
語
・
謙 

④
敬
語
動
詞
一 

　
　
　
　
．
漢
字
検
定
３
級
の
取
り
組
み

２９

２
月
　
　
．
敬
語
カ
ル
タ
を
作
り
、
カ
ル
タ
を
取
る

３０

　
　
　
　
．
普
段
使
う
言
葉
を
学
ぶ
（
主
に
慣
用
表
現
）
プ
リ
ン
ト
①
②

３１

９
冊
の
日
本
語
関
係
の 

か
ら
「
試
験
問
題
を
作
ろ
う
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
学
習
者
に
選
ば
せ
た
も
の
を
プ
リ
ン
ト
化
し
、
学
習

し
た
。

※
　
と
　
を
組
み
合
わ
せ
て
、
２
月
　
日
に
広
島
市
立
高
等
学
校

３０

３１

２１

の
公
開
研
究
授
業
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
．
映
画
鑑
賞
「
台
風
ク
ラ
ブ
」

３２

　
　
　
　
．
学
年
末
考
査

３３

１
―
４
．　
授
業
を
振
り
返
っ
て

（
１
）　
授
業
者
の
思
い

　「
自
分
に
自
信
が
持
て
な
い
」
学
習
者
が
多
い
。
中
学
時
代
に
「
不
登
校
」
で

あ
っ
た
者
も
多
く
、
基
礎
学
力
が
と
て
も
低
い
者
が
い
る
。
ま
た
、
自
分
の
気

持
ち
の
主
張
は
す
る
が
、
言
葉
を
選
べ
な
い
た
め
、
人
間
関
係
が
う
ま
く
行
か

な
い
。
そ
の
た
め
、
国
語
表
現
Ⅰ
の
授
業
で
も
、「
話
す
」
力
を
つ
け
る
場
面
、

（
注
３
）

譲
語

（
注
４
）

覧
表

（
注
５
）

書
籍

例
え
ば
、
他
の
者
の
前
で
発
表
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要
だ
と
は
思
い
つ
つ
、
な

か
な
か
仕
組
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
よ
り
も
ま
ず
、
言
葉
に
注
目
さ
せ
、
様
々
な
言
葉
を
獲
得
さ
せ
よ
う
と

考
え
た
。
言
葉
の
持
つ
微
妙
な
違
い
や
言
葉
の
背
景
に
あ
る
歴
史
な
ど
を
知
る

こ
と
で
、
少
し
で
も
語
彙
を
増
や
し
て
欲
し
い
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
に
、
教

科
書
教
材
だ
け
で
な
く
、
新
聞
記
事
の
言
葉
を
取
り
上
げ
た
り
、
慣
用
句
や
敬

語
を
学
習
さ
せ
た
り
し
た
。

　
ま
た
、
学
習
者
自
身
に
書
か
せ
た
文
章
や
短
歌
を
授
業
の
中
で
取
り
上
げ
相

互
評
価
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
分
の
言
葉
が
他
人
に
ど
の
よ
う
に
「
受
け
取
ら
れ

る
」
の
か
に
つ
い
て
学
習
さ
せ
た
。

（
２
）
表
現
す
る
た
め
の
「
場
」
の
設
定

　
２
「
前
任
の
国
語
の
指
導
者
へ
の
手
紙
」、　
「
通
知
文
を
作
る
」
で
の
文
化

１８

祭
の
案
内
を
出
身
中
学
の
先
生
に
向
け
て
書
か
せ
た
こ
と
、　
「
キ
ャ
ッ
チ
コ

１９

ピ
ー
を
考
え
る
」
で
「
大
手
商
ま
ん
じ
ゅ
う
」
を
取
り
上
げ
た
こ
と
な
ど
で
あ

る
。
ま
た
、　
「
普
段
使
う
言
葉
を
学
ぶ
」
で
は
、
自
分
で
調
べ
た
言
葉
に
つ

３１

い
て
、
グ
ル
ー
プ
内
と
全
体
に
対
し
発
表
す
る
「
場
」
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、　
で
は
、
プ
リ
ン
ト
を
作
成
す
る
と
き
に
、「
試
験
問
題
を
作
ろ
う
」
と

３１

か
「
教
師
を
試
す
問
題
を
作
ろ
う
」
と
い
う
形
式
に
し
、
意
欲
を
引
き
出
す
よ

う
に
工
夫
を
し
た
。

　「
書
く
」
意
欲
に
薄
く
、
そ
れ
以
前
に
授
業
へ
参
加
す
る
意
欲
に
乏
し
い
学
習

者
を
引
き
つ
け
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
学
習
者
に
「
書
く
」「
考
え
る
」「
話
す
」

必
然
性
を
持
た
せ
る
よ
う
に
考
え
た
。

―　　―３４



（
３
）
選
択
の
幅
を
設
け
る

　
　
「
意
見
文
の
書
き
方
」、　
「
普
段
使
う
言
葉
を
学
ぶ
」
な
ど
で
は
、
選
択

１３

３１

肢
を
設
け
、
学
習
者
の
意
欲
を
引
き
出
す
よ
う
に
考
え
た
。「
意
見
文
の
書
き

方
」
で
は
、
８
分
野
　
の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
１
つ
を
選
び
、
文
章
を
書
く
下
準

５６

備
（
マ
ッ
プ
法
）
を
さ
せ
た
。
選
択
肢
を
た
く
さ
ん
用
意
す
る
こ
と
で
、
自
分

に
あ
っ
た
テ
ー
マ
を
選
べ
る
と
考
え
た
。「
普
段
使
う
言
葉
を
学
ぶ
」
で
は
、
９

冊
の
書
籍
を
用
意
し
、
自
分
が
手
に
と
り
や
す
い
本
を
選
ん
で
、
調
べ
さ
せ
る

よ
う
に
し
た
。

　
い
つ
も
用
意
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
に
よ
っ
て
学
習

で
き
る
場
面
が
あ
っ
て
も
良
い
と
考
え
た
。

（
４
）
相
互
評
価
を
さ
せ
る

　
　
・
　
短
歌
創
作
で
は
、
生
徒
作
品
の
相
互
評
価
を
さ
せ
た
。
名
前
を
伏
せ

１６

２５

て
、「
最
も
共
感
で
き
る
短
歌
を
２
つ
選
べ
。」
と
い
う
指
示
を
出
し
た
。
他
の

学
年
の
作
品
も
一
緒
に
提
示
し
、
選
ば
せ
た
。
ま
た
、　
で
は
、
最
も
共
感
し

２５

た
短
歌
の
作
者
に
一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
く
よ
う
に
促
し
た
。

　
　
「
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
考
え
る
」
で
も
、
同
じ
よ
う
に
４
年
生
で
書
か
せ

１９
た
も
の
を
合
わ
せ
て
提
示
し
、
優
秀
作
を
選
ば
せ
た
。

  
　
面
接
試
験
対
策
プ
リ
ン
ト
で
の
予
想
質
問
に
対
す
る
回
答
、　
「
通
知
文
を

１７

１８

作
る
」
の
主
文
に
つ
い
て
も
相
互
評
価
さ
せ
た
。

　
相
互
評
価
の
良
い
所
は
、
自
分
の
言
葉
を
相
手
が
ど
う
「
受
け
取
っ
た
」
か

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
指
導
者
の
評
価
で
も
良
い
が
、
自

分
の
仲
間
が
自
分
の
短
歌
や
文
章
を
ど
う
評
価
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
と
て

も
気
に
な
る
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
で
、
自
分
の
言
葉
を
振
り
返
る

と
て
も
良
い
練
習
に
な
る
と
思
う
。
ま
た
、
自
分
の
作
品
が
選
ば
れ
た
と
き
に

は
、
嬉
し
そ
う
な
顔
を
す
る
。
授
業
場
面
の
中
で
、
自
尊
感
情
を
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
点
で
も
、
優
れ
た
方
法
で
あ
る
。

（
５
）
語
彙
を
増
や
す

　
短
歌
創
作
や
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
学
習
で
、
短
い
言
葉
に
含
ま
れ
る
意
味
を

考
え
る
。

　
　
擬
音
語
・
擬
態
語
プ
リ
ン
ト
で
言
葉
の
微
妙
な
意
味
の
違
い
を
考
え
、　

１０

２６

「
勘
違
い
言
葉
」
プ
リ
ン
ト
で
慣
用
句
を
学
び
、　
「
敬
語
を
学
ぶ
」
プ
リ
ン
ト

２８

で
「
受
け
取
る
」
側
の
こ
と
を
意
識
し
、　
「
普
段
使
う
言
葉
を
学
ぶ
」
プ
リ

３１

ン
ト
で
最
近
話
題
の
「
日
本
語
の
間
違
っ
た
使
わ
れ
方
」
に
つ
い
て
考
え
た
。

　
学
習
者
の
中
の
言
葉
の
引
き
出
し
を
で
き
る
だ
け
増
や
し
た
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
で
、
面
と
向
か
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も
、
相
手
も
自

分
も
傷
つ
か
ず
に
済
む
よ
う
に
、
言
葉
を
選
べ
る
よ
う
に
、
と
考
え
た
。

２
．
２
０
０
７
年
度
１
年
生
へ
の
学
級
通
信
に
つ
い
て

２
―
１
　
学
級
通
信
へ
の
思
い

　
本
校
は
Ｈ
Ｒ
の
時
間
が
少
な
い
。
そ
こ
で
、
学
級
通
信
に
よ
っ
て
、
日
頃
生

徒
た
ち
の
言
動
や
ク
ラ
ス
の
状
況
を
見
て
、
担
任
と
し
て
感
じ
た
こ
と
や
伝
え

た
い
こ
と
を
ペ
ー
パ
ー
に
よ
っ
て
知
ら
せ
よ
う
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
普
通
は
、

学
校
行
事
や
ク
ラ
ブ
活
動
の
こ
と
、
定
期
考
査
や
ク
ラ
ス
の
様
子
の
こ
と
な
ど

を
主
た
る
内
容
に
す
る
こ
と
が
多
い
と
思
う
が
、
そ
う
い
う
こ
と
は
月
に
一
度

発
行
す
る
学
年
通
信
（
学
年
と
言
っ
て
も
Ａ
、
Ｂ
２
ク
ラ
ス
し
か
な
い
が
）
に

―　　―３５



記
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
学
級
通
信
の
名
称
は
「
気
ま
ぐ
れ
通
信
」。
担
任
の
そ

の
時
々
に
感
じ
た
こ
と
思
っ
た
こ
と
の
み
を
不
定
期
に
記
述
し
、
配
布
し
た
。

担
任
自
身
の
言
葉
だ
け
で
は
生
々
し
く
な
る
と
思
い
、
で
き
る
だ
け
他
の
人
の

言
葉
を
引
用
す
る
形
で
、
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
よ
う
に
し
た
。

２
―
２
　
ク
ラ
ス
の
実
際

　
私
が
担
任
し
た
ク
ラ
ス
は
　
名
（
男
子
７
名
、
女
子
　
名
）。
そ
の
う
ち
１
名

２２

１５

は
４
月
当
初
か
ら
休
学
で
あ
り
、
３
月
ま
で
復
学
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま

た
、
年
度
途
中
に
１
名
が
休
学
。
２
名
が
退
学
し
た
。

　
こ
の
ク
ラ
ス
も
中
学
時
代
、
不
登
校
を
経
験
し
た
生
徒
が
　
名
い
る
。
し
か

１２

も
、
そ
の
日
数
も
　
日
を
超
え
る
生
徒
が
６
名
も
存
在
す
る
。

３００

　
ク
ラ
ス
経
営
を
す
る
に
あ
た
っ
て
い
つ
も
頭
を
悩
ま
せ
る
こ
と
は
、
ク
ラ
ス

内
の
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
長
期
欠
席
に
な
る

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、「
教
室
に
い
る
の
が
嫌
」「
教
室
の
雰
囲
気
が
悪
い
」
と

言
っ
て
は
、
授
業
中
に
教
室
を
抜
け
出
し
、
保
健
室
で
雑
談
を
し
た
り
、
あ
る

い
は
無
断
で
早
退
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
。
一
人
の
こ
と
も
あ
れ
ば
、
２
、
３

人
で
動
く
こ
と
も
あ
る
。

　
経
済
的
な
面
で
非
常
に
苦
し
い
生
徒
も
多
く
、
学
費
を
自
分
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
払
っ
て
い
る
生
徒
も
ク
ラ
ス
内
に
数
人
い
る
。
ま
た
、
家
庭
が
成
立
し

て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
生
徒
も
多
い
。

　
生
徒
た
ち
と
話
を
し
て
い
く
と
、
環
境
調
査
票
か
ら
は
読
み
と
れ
な
い
事
実

が
次
か
ら
次
へ
と
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
。
叱
責
や
注
意
だ
け
で
生
徒
を
指
導

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
話
を
聞
き
な
が
ら
、
配
慮
を
し
な
が
ら
、
し
か
し
指
導

し
て
い
く
。
私
の
ク
ラ
ス
だ
け
で
は
な
く
他
の
担
任
も
、
常
に
こ
の
配
慮
と
指

導
の
間
の
境
界
線
上
で
悩
ん
で
い
る
。

２
―
３
　
１
年
間
の
学
級
通
信
を
振
り
返
っ
て

（
１
）
内
容
の
流
れ
（
カ
ッ
コ
内
は
引
用
し
た
文
章
・
言
葉
）

１
（
４
月
　
日
）
　
あ
せ
ら
ず
ゆ
っ
く
り
マ
イ
ペ
ー
ス
で

１８

（『
生
協
の
白
石
さ
ん
』）

…
最
初
の
通
信

２
（
４
月
　
日
）
　
親
の
恩
を
感
じ
よ
う

２５

（「
今
で
も
子
ど
も
で
」
産
経
「
朝
の
詩
」）

…
生
徒
が
親
の
悪
口
を
よ
く
言
っ
て
い
る
の
を
聞
い
て

３
（
５
月
８
日
）
　
母
の
生
い
立
ち
や
生
き
方
を
見
つ
め
よ
う

（
さ
だ
ま
さ
し
「
無
縁
坂
」）

…
２
号
と
同
じ
趣
旨
。「
母
の
日
」
に
ち
な
ん
で
。

４
（
５
月
　
日
）
　
職
種
の
紹
介 
　 
（
江
川
紹
子
『
人
を
助
け
る
仕
事
』）

２５

…
現
在
だ
け
で
な
く
将
来
を
考
え
て
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
で
。

５
（
６
月
５
日
）
　
考
え
て
言
葉
を
出
そ
う（

水
谷
修
『
こ
ど
も
た
ち
へ
』）

…
授
業
の
好
き
嫌
い
が
出
始
め
、
罵
る
言
葉
を
言
い
始
め
た
の
で
。

６
（
６
月
　
日
）
　
人
づ
き
あ
い
を
大
切
に 
　
　（
さ
お
り
織
り
の
写
真
）

１２

…
ク
ラ
ス
内
の
人
間
関
係
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
頃
。

７
（
６
月
　
日
）
　
相
手
の
こ
と
を
考
え
よ
う
―
モ
ン
ス
タ
ー
に
は
な
り

１９

た
く
な
い 
　
　
　
　
　
　 
（
朝
日
「
天
声
人
語
」）

…「
友
だ
ち
」
と
い
う
言
葉
で
相
手
を
し
ば
り
始
め
た
頃
。

８
（
７
月
４
日
）
　
愛
は
最
も
近
い
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る

―　　―３６



（
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
）

…
性
教
育
で
の
「
愛
の
反
対
は
無
関
心
」
と
い
う
言
葉
か
ら

９
（
９
月
５
日
）
　
や
り
始
め
な
い
と
や
る
気
が
出
な
い 
　（
糸
井
重
里
）

…
残
暑
厳
し
く
、
だ
る
さ
が
蔓
延
し
た
教
室
で

　
（
　
月
　
日
）
　「
和
顔
」
と
「
仏
頂
面
」  （
四
字
熟
語
「
和
顔
愛
語
」）

１０

１０

１２

…「
仏
頂
面
」
が
目
立
つ
教
室
で

　
（
　
月
２
日
）
　
他
人
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
よ
う

１１

１１

（「
日
な
た
水
」
産
経
「
朝
の
詩
」）

…
友
だ
ち
の
短
所
ば
か
り
を
あ
げ
つ
ら
う
毎
日
に

　
（
　
月
５
日
）
　
集
団
で
学
ぶ
意
味
と
周
囲
へ
の
感
謝
を

１２

１２

（
流
行
語
大
賞
、
東
国
原
宮
崎
県
知
事
）

…
大
手
商
の
文
化
祭
「
大
手
祭
」
を
終
え
て

　
（
　
月
　
日
）
　
人
と
し
て
為
す
こ
と 
　
　
　 
（「
偽
」
今
年
の
漢
字
）

１３

１２

１４

…
偽
装
続
き
の
世
の
中
に

　
（
１
月
　
日
）
　
大
人
っ
て
何
だ
ろ
う
？

１４

１８

（
谷
川
俊
太
郎
「
成
人
の
日
に
」）

…
他
人
の
う
ち
に
醜
さ
ば
か
り
見
つ
け
る
生
徒
に

　
（
１
月
　
日
）
　「
丹
田
」
に
力
を
入
れ
て
姿
勢
を
正
そ
う

１５

２２

…
全
商
簿
記
３
級
の
補
習
と
寒
さ
に
う
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る
生
徒
に

　
（
２
月
　
日
）
　
自
分
が
生
き
て
い
る
限
り
誰
か
を
「
支
え
て
い
る
」

１６

１８

…「
私
な
ん
て
生
き
て
い
る
意
味
無
い
ん
だ
」
と
言
っ
た
生
徒
に

　
（
３
月
４
日
）
　
思
い
や
り
と
豊
か
な
心 
　
　
　
　（
大
手
商
の
校
訓
）

１７

…「
思
い
や
り
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
（
私
見
）　
　

２
―
４
　
１
年
間
の
学
級
通
信
か
ら
の
読
み
と
り

　
１
～
５
号
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
ま
だ
一
般
的
な
内
容
だ
が
、
６
号
か
ら
は
、
そ

の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
が
「
人
間
関
係
」
に
関
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
く
。
こ
れ

は
、
こ
の
６
月
に
ク
ラ
ス
内
の
人
間
関
係
が
理
由
で
長
期
欠
席
に
な
っ
た
女
子

が
い
る
た
め
で
あ
る
。
私
自
身
の
感
受
性
に
訴
え
る
文
章
や
記
事
が
、
ど
う
し

て
も
そ
の
方
向
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
現
れ
で
も
あ
る
。

　
そ
の
生
徒
に
限
ら
ず
、
２
学
期
に
は
不
調
を
訴
え
る
者
が
増
え
、
家
庭
訪
問

や
中
学
校
訪
問
の
数
も
増
え
た
。
な
ぜ
そ
こ
ま
で
生
徒
た
ち
が
く
じ
け
て
し
ま

う
の
か
、
そ
の
理
由
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
２
―
２
「
ク
ラ
ス
の
実
際
」
で
も

述
べ
た
よ
う
に
、
家
庭
的
に
ま
た
経
済
的
に
不
幸
な
生
徒
の
姿
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。
私
の
生
い
立
ち
か
ら
は
と
て
も
想
像
が
つ
か
な
い
環
境
な
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
授
業
に
出
ず
に
保
健
室
に
居
た
り
、
特
設
Ｌ
Ｈ
Ｒ
を
サ

ボ
っ
て
教
室
に
居
た
り
し
て
も
、
叱
責
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
ま

ず
、
そ
の
生
徒
の
話
を
聞
く
。
聞
き
出
す
。
そ
こ
か
ら
始
め
る
し
か
な
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
何
度
も
そ
う
い
う
場
面
を
繰
り
返
し
た
生
徒
と
は
、
あ
る
程
度
の

信
頼
関
係
が
で
き
て
、
指
導
す
べ
き
時
は
指
導
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
だ
が
。

　
ま
た
「
聞
く
」
場
合
は
、「
聞
く
」
こ
と
に
徹
底
し
て
、
助
言
や
指
導
は
入
れ

な
い
よ
う
に
努
力
す
る
。
助
言
や
指
導
は
、
ま
た
別
の
機
会
に
行
う
こ
と
に
す

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
人
に
対
し
て
は
そ
れ
で
良
い
の
だ
が
、
ク
ラ
ス
経

営
を
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
伝
え
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
担
任
と
し
て

「
こ
う
し
て
欲
し
い
」「
こ
う
あ
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
学
級
通

信
に
載
せ
る
よ
う
に
し
た
。
全
体
に
対
し
て
言
え
ば
、
個
人
が
傷
つ
く
度
合
い

は
少
な
く
な
る
。
Ｈ
Ｒ
の
時
間
が
少
な
い
以
上
、
こ
う
い
う
手
段
で
訴
え
る
の
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も
１
つ
の
方
法
の
よ
う
に
思
え
た
。

　
気
を
つ
け
た
の
は
、
他
の
人
の
言
葉
を
で
き
る
だ
け
私
自
身
の
体
験
に
引
き

つ
け
て
紹
介
し
た
り
、
生
徒
た
ち
の
日
常
の
場
面
を
取
り
上
げ
て
、
理
解
し
や

す
く
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
言
葉
が
相
手
に
ど
う
「
受
け
取
ら
れ
る
」
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
考
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
７

号
の
「
モ
ン
ス
タ
ー
に
は
な
り
た
く
な
い
」
は
、
珍
し
く
生
徒
に
は
好
評
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
誰
か
を
「
モ
ン
ス
タ
ー
」
と
言
っ
て
は
喜
ん
で
い
る
生
徒

は
居
て
も
、
自
分
も
「
モ
ン
ス
タ
ー
」
か
も
知
れ
な
い
と
自
省
す
る
生
徒
は
少

な
か
っ
た
よ
う
だ
が
。

３
．
ま
　
と
　
め

　
ま
だ
１
年
と
半
年
し
か
本
校
の
生
徒
に
接
し
て
い
な
い
。
彼
ら
彼
女
ら
の
人

間
関
係
作
り
の
下
手
さ
が
、
ど
こ
か
ら
来
る
も
の
な
の
か
把
握
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
言
葉
を
中
心
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
上
手
く
い
っ
て
い
な

い
以
上
、「
読
む
」「
書
く
」「
聞
く
」「
話
す
」
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
養
う
国
語
の

授
業
の
役
割
は
大
き
い
。

３
―
１
　
自
尊
感
情
を
高
め
る
工
夫

　
自
分
が
傷
つ
く
こ
と
を
極
端
に
い
や
が
る
。
直
接
の
会
話
で
本
心
を
出
さ
な

い
の
は
、
相
手
を
気
遣
っ
て
る
よ
う
に
見
せ
て
、
そ
の
実
、
本
心
を
言
う
こ
と

で
「
○
○
は
平
気
で
人
の
嫌
な
こ
と
を
言
う
」
な
ど
と
他
人
か
ら
思
わ
れ
た
く

な
い
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
自
己
防
衛
で
あ
る
。
自
分
が
傷
つ
く
と
、
泣
く
、

教
室
か
ら
逃
げ
る
、
学
校
に
来
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
自
分
に
自
信
が
無
い
た
め
に
、
よ
り
一
層
、
人
の
意
見
や
考
え
に
左
右
さ
れ

て
し
ま
う
。
授
業
場
面
の
中
で
、
あ
る
い
は
ク
ラ
ス
経
営
の
中
で
、
何
と
か
学

習
者
の
自
尊
感
情
を
高
め
る
場
面
を
設
定
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
る
。

３
―
２
　
生
き
た
語
彙
、
深
み
の
あ
る
言
葉
の
獲
得

　
我
々
大
人
は
、
た
と
え
相
手
と
の
や
り
と
り
の
中
で
面
白
く
な
い
こ
と
が

あ
っ
た
り
、
人
と
の
会
話
で
嫌
だ
と
思
っ
て
も
、
あ
ま
り
ス
ト
レ
ー
ト
に
は
表

現
し
な
い
。
ま
た
、「
違
う
」
と
思
っ
て
も
そ
の
時
は
傾
聴
し
、
違
う
場
面
で
そ

の
時
の
こ
と
を
含
め
て
相
手
に
伝
え
た
り
す
る
。
し
か
し
、「
言
葉
の
引
き
出

し
」
の
中
味
が
少
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
ス
ト
レ
ー
ト
な
表
現
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
ま
ず
、
生
き
た
語
彙
を
獲
得
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
ま
た
、
で
き
る
だ
け
先
人
の
優
れ
た
文
章
（
特
に
文
学
作
品
）
や
言
葉
を
紹

介
し
て
い
き
た
い
。
深
み
の
あ
る
言
葉
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
の
表

現
に
も
柔
ら
か
さ
が
出
て
く
る
し
、「
受
け
取
り
」
に
も
余
裕
が
出
て
く
る
と
思

う
。

３
―
３
　「
聞
く
」
あ
る
い
は
「
聴
く
」
学
習
の
必
要
性

　
今
回
自
分
の
授
業
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
特
に
足
り
な
い
と
感
じ
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
は
、「
聞
く
」
学
習
で
あ
る
。
我
々
も
日
常
会
話
の
中
で
、「
話
す
」

こ
と
も
す
る
が
、「
聞
く
」
こ
と
も
多
い
。
ま
た
上
手
に
「
聞
く
」
こ
と
の
で
き

る
人
は
、
表
現
者
の
真
意
を
十
分
に
引
き
出
し
て
く
れ
る
。
私
は
、「
読
む
」
こ

と
で
の
言
葉
の
「
受
け
取
り
」
は
意
識
し
て
い
た
が
、「
聞
く
」
こ
と
で
の
「
受

け
取
り
」
に
つ
い
て
指
導
の
中
で
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
。
も
し
、
学
級
集
団

が
「
聞
く
」
あ
る
い
は
「
聴
く
」
練
習
を
積
む
こ
と
で
、
人
の
話
を
「
聞
け
る
」
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集
団
に
変
わ
っ
た
ら
、
人
間
関
係
も
壊
れ
ず
に
済
む
か
も
知
れ
な
い
。
特
に
本

校
の
よ
う
に
場
の
雰
囲
気
を
読
む
こ
と
が
苦
手
な
生
徒
が
多
い
集
団
に
お
い
て

は
、
相
手
の
真
意
を
読
む
練
習
は
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。
今
後
の
課
題
で
あ

る
。

４
．
終
わ
り
に

　
本
校
に
勤
務
し
て
い
る
と
、
現
代
の
高
校
生
の
直
接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
人
間
関
係
の
ほ
と
ん
ど
が
、

メ
ー
ル
や
携
帯
の
日
記
サ
イ
ト
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
直
接
顔
を
合
わ

せ
た
場
面
で
の
や
り
と
り
は
「
建
て
前
」
で
あ
り
、
自
分
の
意
見
や
考
え
は

メ
ー
ル
や
日
記
サ
イ
ト
に
吐
き
出
す
。
直
接
の
や
り
と
り
で
自
分
が
傷
つ
く
の

を
恐
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
私
は
、
こ
の
メ
ー
ル
や
日
記
サ
イ
ト
で
の
や
り
と
り
を
「
裏
」
の
会
話
と
呼

ん
で
い
る
。
自
分
の
思
い
だ
け
を
文
字
に
ぶ
つ
け
、
吐
き
出
す
。
あ
る
い
は
の

の
し
る
。
そ
れ
は
言
葉
を
「
受
け
取
る
」
側
へ
の
意
識
が
非
常
に
薄
い
行
為
で

あ
る
。
こ
れ
を
果
た
し
て
「
表
現
」
と
呼
べ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
直
接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
、
そ
う
い
う
傾
向
が
強
い
。
自

分
の
思
い
や
感
情
だ
け
を
一
方
的
に
相
手
に
伝
え
る
。
相
手
側
が
「
ふ
ん
ふ
ん
」

ニ
コ
ニ
コ
と
自
分
が
傷
つ
く
こ
と
を
恐
れ
て
そ
の
場
で
は
合
わ
せ
る
た
め
、
ま

す
ま
す
面
倒
な
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
聞
き
手
の
真
意
は
「
裏
」
の
会
話
で
披

露
さ
れ
る
。
そ
れ
を
知
っ
た
表
現
者
が
傷
つ
く
。

　
受
け
手
を
意
識
し
た
表
現
の
工
夫
や
「
聞
く
」「
聴
く
」
指
導
の
工
夫
を
早
急

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
会
で
の
発
表
後
、
複
数
の
方
か
ら
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」
に
つ

い
て
の
提
案
を
受
け
た
。
と
て
も
あ
り
が
た
く
拝
聴
し
た
。
本
校
の
生
徒
の

「
心
を
耕
す
」
方
法
と
し
て
、
有
効
で
あ
る
と
感
じ
た
。
実
践
に
う
つ
し
て
み
た

い
。

〈
注
〉

１
　『「
擬
音
語
・
擬
態
語
」
使
い
分
け
帳
』
山
海
堂
　
山
口
沖
美
・
佐
藤
有
紀

　
を
参
考
に
し
た
。

２
　『
勘
違
い
こ
と
ば
の
辞
典
』
東
京
堂
出
版
　
西
谷
裕
子
編
　
を
参
考
に
し
た
。

３
　「
表
現
読
解
国
語
辞
典
特
装
版
『
語
彙
増
殖
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
』」
ベ
ネ
ッ
セ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
　
沖
森
卓
也
・
中
村
幸
弘
編
　
を
参
考
に
し
た
。

４
　『
面
白
い
ほ
ど
身
に
つ
く
敬
語
の
練
習
帳
』
中
経
出
版
　
日
向
茂
男
　
を
参

考
に
し
た
。

５
　
９
冊
の
書
籍

　「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
こ
と
ば
お
じ
さ
ん
の
ナ
ッ
ト
ク
日
本
語
塾 

１
」　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　
日
向
研
二
【
編
】

　「
問
題
な
日
本
語
―
ど
こ
が
お
か
し
い
？
何
が
お
か
し
い
？
」

大
修
館
書
店
　
北
原
　
保
雄
【
監
修
】

　「
続
弾
！
問
題
な
日
本
語
―
何
が
気
に
な
る
？
ど
う
し
て
気
に
な
る
？
」

大
修
館
書
店
　
北
原
　
保
雄
【
監
修
】

　「
問
題
な
日
本
語
〈
そ
の
３
〉」　 
　
　
大
修
館
書
店
　
北
原
　
保
雄
【
監
修
】

　「
か
な
り
役
立
つ
日
本
語
ド
リ
ル
―
問
題
な
日
本
語
番
外
」

大
修
館
書
店
　
北
原
　
保
雄
【
監
修
】

　「
か
な
り
役
立
つ
日
本
語
ド
リ
ル
〈
２
〉―
問
題
な
日
本
語
番
外
」

Ｖ ｏ ｌ ．
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大
修
館
書
店
　
北
原
　
保
雄
【
監
修
】

　「
日
本
語
お
も
し
ろ
雑
学
練
習
帳
　
敬
語
篇
」

新
講
社
　
日
本
雑
学
能
力
協
会
【
編
著
】

　「
日
本
語
お
も
し
ろ
雑
学
練
習
帳
　
誤
用
篇
」

新
講
社
　
日
本
雑
学
能
力
協
会
【
編
著
】

　「
間
違
え
る
と
恥
ず
か
し
い
日
本
語
　
」
５００河

出
書
房
新
社
　
日
本
語
倶
楽
部
【
編
】

―　　―４０


